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事 業 計 画 書 

2026 年 4 月 31 日から 
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公益社団法人日本動物園水族館協会 



2026 年度事業計画書（案） 
（2026 年 4 月 1 日から 2027 年 3 月 31 日まで） 

（基本方針） 
2023 年度から継続して取り組んできた JAZA の最重要課題であるアニマルウェルフェアについては、

WAZA が定める「WAZA 2023 年アニマルウェルフェア目標（WAZA2023AWG）」のうち、地域協会に
課された目標である WAZA 認証アセスメントツールの保有を 2024 年 11 月に達成した。WAZA 加盟 10
園館については、2023 年の現地評価に加え、2025 年度にアセスメントツールの追加項目の確認を行い、
9 園館が評価を完了した。さらに 2025 年度は、JAZA 加盟園館のうち 24 園館でアニマルウェルフェア
評価を実施し、そのうち 14 園館が評価を完了した。残る園館については指摘事項への対応状況の確認を
継続しており、2026 年度も評価を進め、概ね 5 年間で全加盟園館の評価完了を目指すとともに、その後
も 5 年ごとの定期評価を実施していく。 

もう一つの重要な取り組みとして、会長直轄の将来構想室は、2013 年の「JAZA10 年ビジョン」に続
く後継計画として「JAZA 将来構想 2025」を策定し、ワークショップやアンケート等を通じて幅広い意
見を反映した将来ビジョンを取りまとめ、2025 年度総会で承認を得た。2026 年度は、この将来構想の
周知を進めるとともに、より具体的なアクションプランの策定に取り組む。 

また、前年度に開始した民間企業からの資金提供による「生物多様性研究助成事業」は 2 年目を迎え、
生息域内外の連携による研究活動の一層の活性化が期待される。加えて、希少野生動物の繁殖技術の向
上、災害・感染症への危機管理体制の強化、関係省庁と連携した J-GBF 等の普及啓発など、協会として
推進すべき課題は多岐にわたる。 

これらの事業を着実に進めるためには、財政基盤の強化が不可欠である。外部資金の獲得をさらに進
めるとともに、限られた資金を最大限に活かす効率的な事業運営が求められる。特に、民間企業からの
継続的な資金提供につながる成果の創出に努めるとともに、2025 年度に参画した文化庁「博物館機能強
化事業（博物館振興団体の中間支援組織としての経営基盤強化実証事業）」による HP リニューアルを契
機として、2026 年度は寄付を含む外部資金の拡大と情報発信力の強化を図っていく。 
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（事業計画） 
主たる事業は次のとおりである。 
 
Ⅰ 将来構想室事業 【公益 250 千円】 
  「JAZA10 年ビジョン」を作成して 10 年以上がたち、動物園水族館を取り巻く社会環境や地球規模 
  の変容など、様々な状況は大きく変化した。これまでの 10 年を振り返り、これからの動物園水族館

は何を重視し何に取り組んでいくかを検討し、新たな将来構想戦略計画を策定すべく将来構想室は、
令和 5 年度、6 年度の 2 か年をかけて、中長期的将来計画である「JAZA 将来構想 2025」を策定し、
令和 7 年度総会において承認を得た。令和 8 年度は、これに基づく実施計画（アクションプラン）を
執行委員会と連携し完成させていく。 

  
 1．執行体制 
 （1） 構成 
   1) 将来構想室：会長直轄とし、将来構想室長 1 名 事務局（専務理事、事務局長） 
   2) 将来構想室会議（仮称）：固定メンバーを置かず、課題ごとに人選する。 
 2．事業の実施計画  
   1)  将来構想に関する会員園館や一般市民への情報発信の強化。 

（印刷物の作成・出版・配布、シンポジウムの開催、イメージ動画の作成検討） 
   2)  将来構想に関する海外への情報発信の強化。 

（ネット媒体や関連会議、海外関係機関を通じて、関係業界を中心に広く情報発信を行う）。 
   3)  会員園館への将来構想の定着（周知、説明）促進 
   4)  アクションプランを踏まえての中間評価実施方法の検討（中期 5 年程度での評価） 
   5)  人材育成プランの検討（リーダー研修、シンポジウム等を含む） 
    
Ⅱ 総務委員会事業 【公益 11,040 千円】  
   総務委員会は、協会の根幹となる組織であり、令和 7 年度に増員した、重要な法人管理の決定に

関する事項を担当する、部に属さない委員が、会費や会員資格等のさらなる検討を進める。 
  情報システム運営部ではセキュリティの確保、円滑な更新、ウェブ会議の推進を実施していく。 

アニマルウェルフェア部では、会員施設のアニマルウェルフェア評価をブロック単位で実施する
とともに新たな評価員の養成、関係規程運用体制、教育プログラムの検討を行う。 

水族館部はイルカ問題にかかる国・団体との調整及び保全・繁殖事業を推進する。 
 
1．執行体制 

 （1）構成 
   総務委員会：委員長、副委員長、委員５名 
   1) 情報システム運営部：部長、部員３名 
   2)  アニマルウェルフェア部：部長、部員 5 名 
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   3) 水族館部：部長、部員４名 
（2）委員会、部会の開催 

   1) 総務委員会（3 回）7 月、10 月、2 月 
   2) 情報システム運営部会（3 回）6 月、9 月、1 月 
      3)  アニマルウェルフェア部会（2 回）6 月、9 月 
   4) 水族館部会（2 回）6 月、９月 

2．事業の実施計画 
 （1）ホームページの企画管理に関する事項他 
   1) HP システム管理・効率化、システム更新、セキュリティ対策強化 
   2) CPOS、JMS システムの管理運営業務 
   3)  Web サイトを活用した広報戦略についての検討 

(2) 重要な法人管理の決定に関する事項 
1) 執行体制、組織改編の検討 
2) アニマルウェルフェア評価の視点を踏まえた入会審査関係規程改正の検討 
3) 会員会費改定、維持会員制度の検証と寄付、基金等の検討 
4)  事務局体制検討  

   5) 各種会議の検証 
  （3）協賛に関する事項 
   「公益社団法人日本動物園水族館協会後援名義等使用許可基準」の検証及び運用における事務 

処理効率化、基準の見直し 
  (4) アニマルウェルフェアに関する事項 
      1) 各ブロックから選出された会員施設におけるアニマルウェルフェア評価の実施と評価結果証

明書の発行 
      2) アニマルウェルフェア評価制度にかかる新たな評価員の養成、運用における疑義の整理及び

苦情処理フロー等の検討 
      3) WAZA が公表した新たなアニマルウェルフェア戦略の翻訳を含む、会員向けアニマルウェル 
     フェア向上に資するガイドライン及び資料の作成     
 （5）水族館に関する事項 
   1) 水族館部繁殖支援事業継続(出産準備支援のほか、採精子、人工哺育支援、生物多様性委員会 

が実施する配偶子バンク事業への協力、現地派遣) 
   2)  ラッコ保全プロジェクト：アラスカシーライフセンターとラッコ保護協力に関する協定締結

に向けた調整。国内生息地の現地調査 
   3)  小笠原シロワニ調査の支援 
   4) 水産庁との情報交換 
      5)  展示魚類の福祉評価の詳細を所属会員に報告できるよう情報収集を行う 
   6)  JAA 対応 
   7) 海獣類の眼疾患、外科治療など会員施設所属の有志により行われてきた活動の支援方法を検

討 
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   8) イルカ会議、人工哺育ワークショップ開催 
   9)  バンドウイルカ個体情報新規登録検査費用負担 
 
Ⅲ 教育普及委員会事業 【公益 8,535 千円】  

  教育普及委員会は、各園館ならびに園館職員を対象としたさまざまな学習機会を設け、職員の資
質の向上を図る。また、環境省および WAZA（世界動物園水族館協会）、関連組織・団体と連携し
（公社）日本動物園水族館協会の存在意義や活動内容を国内外に広く周知する。さらには、動物
園・水族館が取り組むべき保全教育（Conservation Education）と地球環境保全（Protecting Our 
Planet）を念願に置いた事業を展開する。 

   
1．執行体制 

  (1) 構成 
   教育普及委員会：委員長 1 名、副委員長 1 名、委員 2 名 
   1) 教育研修部：委員兼務部長 1 名、部員 6 名程度 
   2) 普及啓発部：委員兼務部長 1 名、部員 5 名程度 
  (2) 委員会、部会の開催 
   1) 教育普及委員会（年 1 回開催 執行理事、委員長、副委員長、部長） 
   2) 教育研修部（年 2 回開催、その他検討会議 Web  4 回程度） 
   3) 普及啓発部（年 2 回開催、うち 1 回は Web 会議） 
 2．事業の実施計画 
  (1)  教育普及委員会事業 
   1)  JAZA 将来構想 2025 アクションプラン 
    ① 効率的な推進 
      2)  J-GBF 
        ① 生物多様性委員会と連携した環境省関連の教育普及事業の取り組み 
    ② 環境省との打合せ（執行理事、委員長、副委員長あるいは普及啓発部長） 
    ③ 「2030 生物多様性枠組実現日本会議（J-GBF）」で取組む「ネイチャーポジティブ（自然

再興）の推進 
  (2) 教育研修部事業 
    1) 飼育技師認定試験（一般・上級）に関する事項 
    ① 試験問題の検討と事務的作業 
    ② これまでの上級試験実施の振り返りと今後の方向性検討 
    ③ 業務の効率化の検討（申請受付、合否発表、認定書等の電子化を検討） 
   2)  WAZA 出版物の日本語訳本の制作 
    ① 新刊「Animal Welfare Strategies」を翻訳・発行 
    ② 「改訂版・新飼育ハンドブック」の更新に関する事項 
     ・編集作業部会の設置と運営 
     ・更新内容の検討および執筆者の選定 
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  (3) 普及啓発部事業 
   1) 会員園館職員の研修に関する事項 
    ① 教育事業参加型研修会（ワークショップ）の新たな体制での実施 
    ② 教育事業参加型研修会（ワークショップ）の開催 
      ⅰ 第 1 回ワークショップ 
        開催日：未定、開催園館：周南市徳山動物園 
      ⅱ  第 2 回ワークショップ 
        開催日：12 月 14・15 日予定、開催園館：なかがわ水遊園 
   2) 社会への普及啓発に関する事項 
    ① JAZA・HP での教育普及活動紹介の促進 
    ② 飼育の日：4 月 19 日（各園館がそれぞれ企画し実施） 
    ③ 動物愛護週間行事 
      ⅰ 動物愛護標語コンクール作品募集 
       ⅱ  環境省動物愛護週間中央行事への参加（表彰式、ブース展示） 
    ④ その他 JAZA 関連普及啓発事業 

JAZA の活動紹介パネル等の制作等 
サバ州生物多様性保全推進プロジェクトチーム教育普及事業への協力 

   3) その他広報に関する事項 
    ① その他の JAZA 普及啓発事業 
    ② JAZA・HP のアクセス数や利用率などの確認作業 
      
Ⅳ 安全対策委員会事業 【公益 4,645 千円】 
   安全対策における平時のリスク管理として、関連する情報の収集と発信のほか、事故や災害等に

対する事前準備や予防対策などの検討を行う。また、発生時には迅速な情報収集と情報発信、各事
案に対する対応を適時適切に行う。 
 安全対策部は、安全対策に係る事故等の情報を収集し会員園館への共有と注意喚起を行う。安全
対策のための各種会議を開催する。安全対策ガイドライン等に基づく検討を行い研修の実施ととも
に周知啓発していく。 

   災害対策部は、被災時の情報の収集と共有と共に、救援救護の対応強化のための関係機関との連
携協力体制と展開方法について調査検討を進める。 

   感染症対策部は、関係省庁等との連絡調整、各園館への情報提供の他、感染症対策マニュアル更
新を必要に応じて検討する。 

 
 1．執行体制 
  (1) 構成 
   安全対策委員会：執行理事 1 名、委員長 1 名、副委員長 1 名(部長兼務) 
   1) 安全対策部 ：部長１名、部員 6 名 
   2) 災害対策部 ：部長１名、部員 13 名 
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   3) 感染症対策部：部長１名、部員 5 名 
 2．事業の実施計画 
 (1) 安全対策部 
   1) 安全対策に係る会議の開催 
   2) 動物園水族館設備会議：小樽水族館 

   3) 大型動物麻酔研究会：横浜市立金沢動物園 
   4) ゾウ会議：仙台市八木山動物公園  
 (2) 災害対策部 
   1) 災害時情報収集体制確立 
   2) 災害時対応に関わる定款の見直し 
      3) 激甚災害時における事務局機能保持及び通信手段の検討 
   4) 油汚染等事故対策水鳥救護協議会出席並びに研修会参加斡旋 
   5) 災害時における野生動物救護活動 
 (3) 感染症対策部 
   1) 関係省庁等との連絡調整、会員園館への情報提供、感染症マニュアル等更新 
   2) 新型コロナウイス感染症に関する情報の収集と共有 
   3) 高病原性鳥インフルエンザ対策としての実践的な啓発方法について検討 
 
Ⅴ 生物多様性委員会 【公益 39,288 千円】 
 生物多様性委員会は 3 部からなり、令和８年度の活動方針は下記に記載する内容となる。 
 (1) 国際保全事業部 
   1) 世界的な組織や計画および世界各地の組織や計画との連携の推進 
   2) 国際的な事業や計画への積極的な参画 
   3) 国際的な動物情報データベースシステムの導入拡大および活用の推進 
   4) 海外の個別保全事業に関する取組の推進 
   5) 経済産業省との連携の強化 
      6)  国際的な人材育成の推進 
 (2) 保全戦略部 
   1) 環境省との協定に基づく事業の推進 
   2) 配偶子バンク事業（鯨類プロジェクト、ZARAS との連携事業を含む）の推進 
   3) 種保存事業の推進のための各種共同研究の実施  
   4) 個体群管理講習会等、人材育成に資する支援活動の推進 
   5)  個体群管理とアニマルウェルフェアの検討 
   6)  生物多様性委員会各事業や業務運営の見直し 
 (3) 種保存事業部 
   1) JCP の推進 
   2) JCP の啓発 
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 1．執行体制 
 (1) 構成 
   1) 生物多様性委員会：執行理事、委員長、副委員長、委員 5 名（うち外部委員 3 名） 
   2) 国際保全事業部：部長、部員４名 
   3) 保全戦略部：部長、副部長、部員 5 名 
   4) 種保存事業部：部長、副部長 2 名、部員 10 名 ※種保存事業部長は副委員長兼務 
 (2) 委員会・部会の開催 
   1) 委員会（年 3 回） 
   2) 委員会・三部合同会議（年 1 回）  
   3) 国際保全事業部会（年 1 回） 
   4) 保全戦略部会（年 2 回） 
   5) 種保存事業部会（年 1 回） 
   上記の対面会議に加え、Zoom を活用したオンライン会議を必要に応じて随時開催 
2．事業の実施計画 
 (1) 国際保全事業部 
   1) 国際的な連携、協働を要する展示生物の継続的確保や保全への取り組みに関する事項 

  ① 国際的な会議の開催 
ⅰ 総会への海外関係組織の参加対応 

    ② 国際会議への参加 
     ⅰ WAZA/CPSG 総会参加（ドイツ ケルン） 
     ⅱ WAZA TAG Chairs 会議／WAZA CMP 会議（台湾 台北） 
     ⅲ GSMP 会議参加（インドネシア） 
     ⅳ SEAZA 総会参加 
     ⅴ SEAZA 個体群管理委員会参加（シンガポール） 
    ③ WAZA 事業への参画 
     ⅰ WAZA2027 個体群管理目標への参画と JAZA としての対応推進 
     ⅱ WAZA2030 保全目標への参画と JAZA としての対応推進 
     ⅲ WAZA 個体群管理委員会（CPM）への対応実施（国際血統登録担当者の交代照会等） 
    ④ 海外地域協会との連携事業 

  ⅰ 中国動物園協会 個体群管理情報交換会議 
  ⅱ ブラジル動物園水族館協会との包括連携協定に基づく事業計画の策定 
  ⅲ アラブ首長国連邦動物園水族館協会との連携検討 
 ⑤ マレーシア・サバ州との生物多様性保全に関わる連携事業 
  ⅰ 国内関係者会議 
  ⅱ マレーシアでの調査と会議 
  ⑥ ブータン王国の鳥類保全に関わる支援事業 
  ⅰ ブータン王国での技術指導に係る派遣 
  ⅱ ブータン王国技術員の技術向上のための研修受け入れ 
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  ⑦ 飼育下個体群管理のための飼育動物個体情報の管理共有推進 
  ⅰ ZIMS for Studbooks による JAZA 血統登録簿の維持管理 
  ⅱ Species360 との個別協議の実施 
  ⅲ ZIMS for Studbooks 講習会の開催 
  ⅳ PMx の運用維持に係る負担分担 
 ⑧ 海外情報の会員周知  
  ⅰ 海外情報の HP などによる周知 
  ⅱ 情報の翻訳委託  

  2) 正会員所属園館の展示生物の収集に関する情報提供、助言及び支援に関すること 
     （ただし、保全戦略部に属する業務を除く） 

①  経済産業省との連絡調整会議開催 
  ②  必要な情報提供、助言及び支援を実施 

  3) 種保存事業の実施に係る助言および支援に関すること 
     （ただし、保全戦略部に属する業務を除く） 

  ① GSMP 対象種について、連絡調整の支援および助言を実施 
    ② その他事業 
   4) その他国際保全業務に関する事項 
    ① オンライン・コミュニケーション・システムの利用 

  事業推進のために Zoom アカウントならびにオンライン翻訳システムを利用 
② その他事業 必要に応じて実施 

 (2) 保全戦略部 
  1) 日本の動物園水族館の生物多様性保全戦略に関する事項 

  ① 生物多様性委員会としての飼育個体のアニマルウェルフェアを含む保全戦略を検討する。
この戦略には、個体群管理上必要となる動物の取り扱いも含む。 

② JCP の基本的な考え方について戦略的見直しを図る。 
    ③ JAZA 将来構想 2025 に基づくアクションプランへの取組み 

  2) 生息域内・域外の統合された保全への取り組みに関する事項 
  ① 生物多様性保全の推進に関する基本協定書に基づく取り組みの着実な推進 

  ⅰ 環境省からの受託業務 
  a) ツシマヤマネコ飼育下繁殖及び飼育管理に係る検討業務  
  b) ライチョウの野生復帰及び生息域外保全検討業務 
  c) 希少野生動物の生息域外保全検討業務  

  ア) アマミトゲネズミの生息域外保全（飼育繁殖技術等の開発）に係る検討 
  イ) ミヤコカナヘビの生息域外保全（飼育繁殖技術等の開発）に係る検討 
  ウ) ハカタスジシマドジョウの生息域外保全（繁殖飼育技術等の開発）に係る検討 
  エ) タンゴスジシマドジョウの生息域外保全（繁殖飼育技術等の開発）に係る検討 
  オ） 希少野生動物の生息域外保全に関する連絡会議の開催 
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  ⅱ 受託業務以外の取り組みの実施 
a) 小笠原産陸生貝類（カタマイマイ属など）の生息域外保全への協力 
b) 沖縄産希少陸産貝類の生息域外保全への協力及び技術開発に向けた体制構築 

  c)  環境省担当官との連絡調整等 
  ② IPPM-OＷS（コウノトリの個体群管理に関する機関・施設間パネル）との連携 
  ③ 一般社団法人野生生物生息域外保全センターとの連携 
  ④ 岐阜大学応用生物科学部動物繁殖学研究室との覚書に基づく共同研究の実施 

  3) 正会員所属園館の展示生物の収集に関する情報提供、助言および支援に関する事項 
   （ただし、国際保全事業部に属する業務を除く） 

  ① 正会員所属園館からの要望に応じて随時適切に対処。 
  4) 種保存事業の実施に係る助言及び支援に関する事項 
   （ただし、国際保全事業部に属する業務を除く） 

  ① 個体群管理ハンドプックの制作検討 
  ② 個体群管理講習会（年 3 回） 
  ③ 種保存事業の推進のための各種共同研究の実施  

④ 種保存事業作業部会、種別計画推進会議等への保全戦略部員の出席要請対応  
  ⑤ 鯨類プロジェクトの推進（特に海外含めた先進事例の調査等を検討） 
 5) 配偶子バンク及び遺伝子資源保存等に関する事項 
  ・配偶子タンク設置施設  

横浜市繁殖センター、八木山動物公園、多摩動物公園、東山動物園、  
神戸どうぶつ王国、名古屋港水族館、マリンワールド海の中道 、海遊館、  
宇部市ときわ動物園、天王寺動物園 、那須どうぶつ王国 

・鯨類プロジェクト推進園館としてタンク設置  
マリンワールド海の中道、名古屋港水族館、神戸須磨シーワールド、  
沖縄美ら海水族館、かごしま水族館  
※園館の重複があるが、別のタンクである  

  ① 既存配偶子バンクの維持管理の実施 
  ⅰ 窒素の充填  
  ⅱ 維持管理のための消耗品等の購入 
  ⅲ 保存配偶子の検査及び廃棄等の整理、処分 

  ② 配偶子バンク指定施設の新規指定時の初期費用負担 
③ 野生動物保全繁殖研究会大会への出席 
④ ZARAS（動物園水族館繁殖研究アライアンス）との協定に基づく事業の実施 
⑤ 鯨類プロジェクトにおける人工授精および技術開発支援。配偶子保存 

  6) ワシントン条約緊急保護動物の寄託管理に関する事項 ※経済産業省  
  7) 動物名検討事業に関する事項 

担当委員会移行に伴う引継ぎ及び支援の実施 
 8) 関係官公庁との連携協働に関する事項 
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  ① 環境省：生物多様性保全の推進に関する連絡調整会議の開催 
  ② その他の官公庁：必要に応じて随時、適切に対処。 

   9) その他保全戦略業務に関する事項 
   必要に応じて随時、適切に対処。 

 (3) 種保存事業部 
  1) 種保存事業の実施に関する事項 

  ① 類別作業部会開催 
  ② 種別計画推進会議開催 
  ③ 外部委員等有識者招聘 

④ ZIMS for studbooks 使用 
  ⑤  種保存事業推進のための研究調査 
 2) 初繁殖認定に関すること 

  3) 関係官公庁との連絡協働に関すること 
  4) その他種保存事業に関すること 

  ① 日本ツル・コウノトリネットワーク会議 
   

Ⅵ 地域委員会 【公益 983 千円、法人 250 千円】 
 １. 令和７年度（2025 年度）に引き続き、各ブロックのよりスムーズ・効率的な情報の共有化を図

る。 
 ２. 全国規模の会議・研究会の開催担当ブロックおよび開催方法の調整を図る。 
 ３. 研修会については他の委員会との連携も検討しつつ、正会員職員の資質向上を図る。 
 ４. 各ブロックの課題を把握・解決に努める。 
 
１. 執行体制 

(1) 構成  
1) 地域委員会：委員長 1 名、副委員長１名、委員 3 名 ※各ブロック代表理事 

２. 事業の実施計画 
(1) 委員会の運営に関する事項 

1) 地域委員会の開催（2 回開催） 
2) ブロック園館長会議（各ブロック 2 回開催） 
3) 総務委員会との連携 
4) その他必要な会議を適宜開催 

(2) 地域園館の活性化に関する事項 
1) 幼児・児童動物画コンクールや写生大会など動物愛護精神の普及啓発及び地域の交流を図る事
業の実施 

(3) 地域での協会事業・人材育成に関する事項 
1) ブロック動物園飼育係研修会 
2) ブロック水族館飼育係研修会 
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3) ブロック飼育技術者研修会 
4) ブロック事務主任者会議 

(4) 地域でのブロック事業に関する事項 
1) ブロック研究会その他の開催 
2) アニマルウェルフェア・安全対策等に資するブロックリーダー研修 

(5) 災害、危機管理、感染症等、安全対策の地域間連携に関する事項 
(6) アニマルウェルフェア評価推進の支援に関する事項 
(7) 地域園館の発展に関する事項 

 (8) 地域での協会の広報に関する事項 
  (9) 協会の地域対策に関する事項 
(10) 正会員の入退会に関する事項 
(11) 加盟園館の拡大に関する事項 

 (12) 維持会員、協賛団体の獲得に関する事項 
  
Ⅶ 調査研究委員会 【公益 10,141 千円】  

 JAZA 加盟園館における学術研究、および調査を目的とした事業を展開する。特にアニマルウェ
ルフェアについては現状まだ十分に浸透しているとは言い難く、これらの普及にも力を入れてい
く。 

学術研究部は、加盟園館における学術研究の発展に資する研究会の開催や動物園水族館雑誌の刊
行を行うとともに、国際的なルールに従った動物実験倫理ガイドラインおよび ABS 対策指針の策
定、オンライン化への検討を行う。 

アニマルウェルフェア研究部は、各加盟園館のアニマルウェルフェアの向上を図るための調査研
究・国際連携を支援する助成事業の創設、アニマルウェルフェアの取り組みや研究を実践的に紹介
するシンポジウムなどを開催する。 

栄養研究部は、栄養研究の向上を図るため国内外の機関と連携し、栄養データベースの構築と会
員園館への普及啓発を行う。 

 
 1．執行体制 
 （1）構成 
   1)  調査研究委員会：執行理事、委員長、副委員長 
   2) 学術研究部：部長、部員 7 名 
   3) アニマルウェルフェア研究部：部長、部員 7 名 

4) 栄養研究部：部長、部員 5 名 
（2）委員会、部会の開催 

   1) 調査研究委員会（年 1 回開催） 
   2) 学術研究部（年 2 回開催、うち 1 回は web 会議） 
   3) アニマルウェルフェア研究部（年 2 回開催、うち 1 回は web 会議） 
   4) 栄養研究部（年 2 回開催、うち 1 回は web 会議） 
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 2．事業の実施計画 
 (1) 調査研究委員会 
   1) 委員会および部会での会議 
   2) 外部関連研究者及び機関との協議 
 (2) 学術研究部 
   1) 動物園水族館雑誌の発行（年 4 回発行） 
   2) 技術者研究会に関する事項 
    ① 全国飼育技術者研究会の開催 
     ⅰ 動物園技術者研究会 
        開催日：12 月 16 日～18 日予定 詳細未定    開催場所：那須どうぶつ王国 
     ⅱ 水族館技術者研究会 
        開催日：1 月 28 日～29 日予定  詳細未定    開催場所：碧南海浜水族館 
     ⅲ 海獣技術者研究会  
        開催日：2 月 17 日～18 日予定  詳細未定   開催場所：海遊館 
     ⅳ 各研究会の宿題調査 
    ②その他、ABS 問題に関する普及啓発等 
   3) 研究成果の表彰に関する事項 
    ① 技術者研究表彰 
    ② 古賀賞（繁殖特別表彰） 
    ③ ベストプレゼンテーション賞およびベストポスター賞 
   4)  ABS 問題の普及啓発に関する事項 
   5)  助成事業を活用した研究機会の促進 
   6)  動物園水族館雑誌の電子化 
 (3) アニマルウェルフェア研究部 

   1) アニマルウェルフェアの調査研究・研究助成等に関する事項：情報収集・海外の動向調査の
実施 

   2) 国内外のアニマルウェルフェア研究団体との連携・調整・協働等に関する事項 
   3) 海外動物園水族館および、研究機関との連携ならびに園館職員の研修・派遣等に関する事項 
   4) アニマルウェルフェア研究の普及啓発等に関する事項：各地域ブロックなどにおける啓発活

動の実施・第４回 AW 研究シンポジウムの開催 
   5) 協会加盟園館による発表論文の調査の実施 

(4) 栄養研究部 
   1) 動物栄養の調査研究の推進に関する事項：勉強会の企画の立ち上げ 
   2) 国内外の栄養ネットワーク・動物園水族館および研究機関との連携、協働ならびに園館職員

の研修・派遣等に関する事項 
   3) 会員および一般に対する動物栄養研究の普及啓発等に関する事項：シンポジウムの実施 
   4）飼料サプライチェーンの持続可能性の維持に関する事項 
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Ⅷ 事務局事業 【公益 55,737 千円、法人 6,376 千円】 
協会事務局は 140 の会員及びその所属施設の取りまとめ役として、また、協会内に設置されている各

委員会等と関わりながら、国際会議への参加、刊行物、CITES 保護、野生動物保護募金などの公益目的
事業を行うほか、会員管理、法人運営等の法人管理業務を実施する。 

 
1．執行体制 

 (1) 構成 
   1) 事務局：専務理事、事務局長、職員 5 名 

2．事業の実施計画 
 (1) 国際会議への参加支援 
   WAZA、SEAZA、SWD(Sabah Wildlife Department;サバ州野生生物局)など協会に関係する国際

組織・機関等との連携、連絡調整など、様々な活動支援をおこなっていく。 
 (2) 国内事業への参加支援 
 (3) 統計、刊行物に関する事項 
   1) 2025 年版年報（9 月発行予定、350 部） 
   2) 2026 年版事業概要（8 月発行予定、350 部） 
 (4) 会費に関する事項 
   1) IUCN・IUCN-J（国際自然保護連合・国際自然保護連合日本委員会） 
   2) WAZA（世界動物園水族館協会） 
   3) 公益財団法人日本博物館協会  
 (5) 野生動物保護募金に関する事項 

野生動物保護募金事業助成 
MUFG 生物多様性保全研究助成 

  (6) 環境省、経済産業省の委託事業に関する事項 
 (7) 法人事業運営に関する事項 
   1) 手数料等 

2) 通訳・翻訳費 
3) ウェブ会議維持費用 

 (8) 総会・理事会等に関する事項 
   1) 総会・理事会等関連経費  
 (9) 会計監査等に関する事項 

1) 監事による監査 
2) 税理士による会計書類チェック他 

 (10) 会員管理に係る事項 
1) 会員管理・新入会員調査に関する事項 

 (11) その他法人管理運営に関する事項 
   1) 通信費、雑費、出版物送料、手数料等 
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Ⅷ 協会事業の共通経費（公益共通+配賦） 【公益 46,545 千円、法人 19,371 千円】 

事務局は、各執行委員会、法人管理運営に共通する支援体制をとり、常置組織として事務所を置いて
職員を配置し、公益目的事業や法人管理業務の双方について円滑に進むように業務を行う。 

支出項目は役員報酬、職員給与、修繕・委託費、事務所経費等を事業費、管理費から案分して支出。 
 (1) 公益目的事業会計分共通経費（公益共通+配賦） 46,545,400 円 
 (2) 法人会計分共通経費（公益共通+配賦）  19,371,600 円 

 
2026 年度事業予算総計 203,162,490 円（2025 年度：153,737,588 +49,424,902 32.1％↑） 
内訳：公益目的事業会計（事業費） 177,164,890 円（2025 年度：128,053,288 +49,111,602 38.3％↑） 
     法人事業会計（管理費）  25,997,600 円（2025 年度：25,684,300 +313,300 1.21％↑） 
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